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標題：ポルフィリンの磁気的性質を利用した光物性と光機能～磁気キラル二色性とビタミン C 検出用蛍光プローブを

中心に～ 

日時：2019 年 7 月 24 日(水) 午後１時 30 分～ 

場所：物性研究所本館 6 階 大講義室(A632) 

講師：石井 和之 

所属：東京大学生産技術研究所 

要旨： 

新規電子構造の発見と解明は、新領域の開拓につながるだけでなく、新しい機能を開発する上で重要である。我々は、

光合成のクロロフィルやヘモグロビンのヘムの基本骨格であるポルフィリンや、青色・緑色の染料・顔料、コピー機の電

荷発生剤などとして利用されているフタロシアニンを対象とし、錯体化学・超分子化学を光化学・分子磁性と融合するこ

とで、新規分野の開拓、新機能創出を目指した以下の研究を展開している。 

 

① 磁気キラル二色性 [1,2] 

磁気キラル二色性(光学活性分子の光吸収が磁場の方向によって変化する現象)は、磁場中の光化学反応により片方の鏡

像異性体の過剰を生み出すことができるため、生命のホモキラリティー起源の候補、光不斉合成法等として注目されてい

る。我々は、大きな p 電子軌道角運動量を有するポルフィリン分子同士が捻れた配置となるキラル J 会合体を用いること

で、有機化合物における磁気キラル二色性を観測することに初めて成功した。さらに、光合成で光を捕集するクロロゾー

ムのモデル化合物においても磁気キラル二色性観測に成功し、光合成における新規磁場効果の可能性を示した。 

 

② ビタミン C 検出用蛍光プローブ [3-6] 

必須栄養素の一つであるビタミン C(アスコルビン酸)は、近年、副作用の無い抗がん剤としても注目されている。我々は、

光励起三重項色素と二重項ラジカルから構成される光励起多重項状態を発見・解明してきたが、このスピン科学を蛍光プロー

ブ開発に活用し、がん細胞内、及びマウス内におけるビタミン C を蛍光バイオイメージングすることに初めて成功した。 

 

談話会では、上記研究に加え、我々が開発した放射性セシウム除染布や新学術領域「ソフトクリスタル」に関する研究

成果も含めて、幅広く紹介する。 
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【講師紹介】 

石井和之先生は、錯体化学を基軸として様々な有機・無機複合体を光科学・スピン科学の観点から探求されています。

物性研における量子物性、生体・分子機能、光科学、またそれらの融合研究との関連性も深く、大変興味深いお話しが伺

えると思います。 
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